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　「僕独自の，僕自身が気に入った気象学の本を書いて

みたい」と，著者高橋さんがもらしたのは，もう10年以

上前だったと思う．著者は忘れているかもしれないが，

私（久米）は憶えている．

　で，一『総観気象学』という表題をみたとたんくあ

れだナ＞と直観して，早速通読し，大変感動した．内容

もさることながら，全編を通して著者の言わんとしてい

ることに，ピーソと共感したからである．・

　著者の自序によれば，著者は7年間想を練った由であ

るが，著者の想は，日本の風土のなかに，その歴史をは

じめた日本人にはじまり，東アジア・北西太平洋から全

球へひろがり，惑星系からさらに宇宙への余韻を残して

いる．壮大であり，しかも今日的である．

　第1章序説から第12章気候変動までの配列をみると，

著者苦心のあと歴然として，おそらくは著者，この配列

をきめるまでに，深夜ひそかに何回となく，いやひょっ

とすると何十回も，各章各項の順序を入れかえてみたに

相違ない．総観気象学の全貌を掌握しつつ，しかもそれ

を，＜俺独自の構想で，俺の気に入ったようにならべ，

気に入ったように書く＞という著者の面目が躍如として

全編を貫いている．

　385頁と，手ごろな一冊にまとまっているが，ところ

どころに，惜しくも筆をとどめたと思われるところがあ

って，あるいは著者は，1000頁くらいの大冊に，書きた

いだけ書きたかったのではないかとも思うが，多分あま

りに大部冊になることをおそれて，敢えて打切ったので

あろう．

　気象現象を論ずるのに，時間空間のスケールを分ける

ことは，もともと気象学の方法の進歩それ自体から生ま

れたもので，著者も先ず第2章で，それを論じているが，

著者は，それはそれとして，別途全編を通じ，人間の生

活，人間の一生，人間の歴史における時間空間のスケー

ルと，自然環境の時空スケールとの関係を，「総観」的

に論じようとしている．どうも著者の本心では，もっと

はっきり言いたかったのを，すこしテレて，口ごもって

しまったようにみえる．満々たる自信を秘めながら，最

後にちょっとモゴモゴと遠慮してしまう著者の人柄が，

そのまま著書にでている．

　一っ意外だったのは，著者が自序のなかで，この本を

前著r動気候学」の書き改めとして，意図したように述

べていることである．著者の「動気候学」は，他に類を

みないまったくユニークな名著で，あれはあれとして，

絶版にしないでもらいたいと思う．私はいままで，気象

学特にお天気のことを勉強したいという人には，「高橋

さんの動気候学を是非一度お読みなさい，あれは日本の

お天気のなかから生みだされたほんとうの本です・」と

言っていっも勧めてきた．著者が若き日，春夏秋冬に分

けて，次々と気象集誌に投じ，私が感動して呼んだ論文

の集大成だったからであり，その迫力と新鮮さは，今日

もなお少しも色あサてはいないからである．

　著者としては，あるいは今度の本で置きかえたいのか

も知れないが，私は「動気候学」は「動気候学」，今度

の本は今度の本として，それぞれたがいに独立の価値を

持っているように思う．内容だけを機械的に比較すれ

ば，たしかに重複があり，今度の本は，前著の上に立っ

て，さらに大ぎく広く展開されたものと，言えば言えな

いこともないが，全編を通しての感じは別のものであ

る．お天気の勉強をするには，2冊とも必要である．

　著者はおそらく今後さらに大胆に，今度は口ごもらず

に，人間とその環境という自然の二つの部面を，統一的

に論じたフィ・ソフィカルな本を書きそうな気がする．

楽しみである．　　　　　　　　　　　（久米　庸孝）
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